
過去問有効活用法！！ 

①まずは、解く前にココをチェック！ 

・各科目の傾向と対策をチェック 

・試験時間をチェック 

・平均点をチェック 

 

②チェックが終わったら、実際に解いてみよう！ 

※ 原寸大に拡大した解答用紙を使いましょう。 

 

③解いた後は各科目ココをチェック！ 

全科目：時間は十分だったか、正答率が高い問題を落としていないかを細かくチェック！ 

時間が足りなかった科目は、時間があれば解けたのか、時間制限を設けず再チャレンジし

てみましょう。 

 

国語：漢字、文法項目での間違えは早急に復習をしましょう。読解問題は古文、文学的文章、

論理的文章別の正答率をチェックし、正答率が低いものを中心に読解練習を重ねましょう。

記述問題のミスは書き直しをしてみましょう。 

 

数学：間違えた問題は解き方が分からず解けなかったのか、計算ミスでの間違えなのかをチ

ェックしましょう。計算ミスが多かったなら、まずは計算から固めましょう。解き方が分

からなかった問題は、解説をよく読んで確認し、その単元の問題演習を重ねましょう。 

 

英語：まずは語彙・文法のできをチェックしましょう。リスニング、長文読解は正解してい

たか否かに関わらず、スクリプト、日本語訳を見ながら全文しっかり確認するようにしま

しょう。 

 

理科：まずは基礎知識を問う問題をしっかり見直しましょう。生物など暗記項目が多い分野

での失点が多い場合は、その分野の復習に早急に取り掛かりましょう。 

理解力、考察力が問われる問題は解説をよく読んで、それでも納得できない場合、学校や

塾の先生に質問しましょう。 

 

社会：地理、歴史、公民、単元別の正答率をチェックしましょう。極端に点数が取れていな

い単元があったなら、その単元に力を入れて復習しましょう。時事問題は過去問では対策

できないので、ニュースや新聞もチェックするようにしましょう。 


